職種：施設管理　　職務：施設開発
	項目
	内容

	役割
	ターゲットとする顧客層に相応しいホテル施設の改装・新築を企画し推進する仕事。

１．ホテルのコンセプトに沿った施設開発
· ホテル経営において、施設とは経営基盤としての強みであると同時に、経営上の制約条件にもなり得る。従って、施設の大きさ・豪華さだけでなく、ホテルのコンセプトに沿った施設が存在するかどうかが重要である。規模や新しさの面で決して恵まれていないホテル・旅館であってもコンセプトに適した施設を有することでリピーターを確保し安定経営を実現しているケースが好例である。ホテルの戦略が目指す方向性を踏まえつつ、それを施設開発において具体化することが求められる。


	仕事の内容
	1 施設開発実務：経営方針やホテルのコンセプト及び現場の課題・ニーズを反映した施設開発プロジェクトを実務レベルで推進する。

2 施設管理マネージャー：施設管理業務（施設開発及び施設保全）の計画を作成し、全体を管理することが求められる。

3 施設部長：ホテルの経営戦略と施設管理業務の両方を深く理解し、ホテル経営と施設管理の方向性を合せる業務。ホテル全体を理解し、ホテルの将来を構想することが求められる。

	キャリア形成の例
	各ホテルによって実態は異なるが、入社時に専門職として採用される場合、部長クラスになった後に施設部長として携わる場合の両方が見られる。
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	求められる

経験・能力
	· 採用時に専門職として採用される場合と、ホテル内の一般的なキャリアを歩んだ後にマネージャーとして配属になる場合がある。

· 施設の開発・管理に際して社内との深い連携を行う必要があるため、コミュニケーション能力・マネジメント能力が必要となる。

· 実務面では外部業者を活用することが多いため、外部業者との意思疎通、プロジェクトを運営する能力が必須である。

· 施設管理業務はホテル全体に幅広く関与するため、ホテル全体の業務を把握している必要がある。

· 技術面・法律面の理解も必要である。旅館業法・建築基準法などの法律や食品衛生法・下水道法などが主な法律である。

	役に立つ資格
	· ファシリティマネジャー資格（社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会）

· ホテル職業能力認定試験（NPO:シニアマイスターネットワーク・観光産業研究センター資格認定委員会）

	労働省職業分類（小分類）との対応
	· 071　その他の技術者

071-99　他に分類されないその他の技術者


